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日本のOpenStreetMapのコミュニティ活動と
東日本大震災後の活動についての調査分析

早川 知道1,3,a) 伊藤 孝行2,3,b)

概要：日本の OSMは, 2007年後半頃より有志の貢献者により活動が始められた. 日本の OSMの初期には,

貢献者は少なかったが, 国土数値情報データという大量データの入力により, 基本的なデータを作成してき
た. 本研究の目的は, 日本の OSMの課題の背景にある発展過程における特徴に基づき, 貢献者らが経験的
に導き出した課題について,数量的なデータ分析により得られた調査分析の結果及び知見により確認する事
である. 調査分析の結果, 次の事が分かった. (1)日本の OSMは, 少ない貢献者により多くの成果物を作成
した事がデータ分析においても確認出来た. また, オープンソースの関連研究により, 様々な問題を解決す
る為, 貢献者一人当たりの負担が大きくなり, プロジェクトは失速する可能性がある. 従って, 将来, 日本の
OSMが持続可能な活動を行う為には, まだ不安定な状態である事が確認できた. (2)日本の OSMは大量の
成果物を作成したが, 成果物の品質は日本以外の他地域と同様に向上していることが確認できた. 従って,

多くの成果物を作成してきたが, 日本以外の他地域と同様の品質の向上傾向にある事が分かった.(3)東日
本大震災のクライシスマッピング時に, 衛星写真等を元に, 道路や建物など基本的なデータの入力から始め
た事が確認できた. 従って, 将来起こりうる災害の為に, 基本的な地図データの整備の必要性, 及び各地に
OSMを普及すると共に貢献者を増やす必要がある事が分かった.

1. はじめに
日本の OpenStreetMap(OSM)[1]の活動は, 欧米の活動
と比較して後発であるなどの理由から, 日本のOSMのデー
タはまだ充実していない. オープンガバメントやオープン
データのプロジェクトなどからも注目されており [16], 社
会における様々な活用の為には早期にデータの充実が望ま
れる. さらに, 持続可能な OSMコミュニティ (OSMの貢
献者による共同体)を形成する事によって, OSMのデータ
がより充実し, 社会への継続した貢献活動を可能にする.

日本の OSMの早期の発展の為には OSM先進地域との
発展及び普及状況を調査分析し, 得られた知見及び問題点
を, OSMコミュニティへフィードバックし問題提議する事
が重要である. コミュニティへの問題提議により, コミュ
ニティ内で議論を行い, コミュニティ自身で解決案を導き
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だす事でコミュニティが成長する. コミュニティの成長に
より, 円滑なコミュニティ活動と早期のデータの充実が達
成でき, 持続可能なコミュニティに繋がる.

さらに, OSMのデータに着目し, OSMコミュニティによ
る情報生成過程でのユーザー活動がデータに及ぼす影響を
明らかにする事で, 知見を集合知 (Collective Intelligence)

の事例として一般化する事を目指す.

日本のOSMは, 2007年後半より有志の貢献者 (マッパー)

により草の根的に活動が始められた. 日本の OSMの初期
には, 貢献者は少なかったが, 国土数値情報データという大
量のデータを入力する事により, 基本的なデータを作成し
てきた. 東日本大震災発生直後には, 貢献者らにより被災地
の地理的被災状況をデータ化する救済支援活動である, ク
ライシスマッピングが行われた. また, 2012年頃より, 各
自治体でオープンデータが推進されるようになり, OSMと
の連携の推進が活発になってきた.

以上により, 日本の発展過程における活動には, 次の (1)

と (2)の２つの特有の特徴があった. (1)初期の日本のOSM

では, 少ない貢献者により, 国土数値情報データの大量の
データの入力などの活発な活動を行った. (2) 東日本大
震災時では, クライシスマッピングを活発に行い, さらに,

Yahoo道路データの大量のデータの入力を行った.

以上の活動状況により, 日本の OSMは少ない貢献者に
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より多くの成果物が作成されたと考えられた. 貢献者らは,

日本の OSMを持続可能な活動にする為には, OSMを日本
の各地域に普及活動を行い貢献者を増やす事, 基本的な地
図データを充実させる事, さらには, オープンデータの取り
組みを推進することが必要だと考え, 活動している.

本研究では, 日本の活動における課題の背景にある, 日
本の発展過程における特有の特徴について, 数量的なデー
タにより分析する事を目的とする. 初期の日本の OSMに
おける活動, 及び東日本大震災のクライシスマッピングに
おける活動を通じて得られた課題の背景には, 日本のOSM

の発展過程において特有の特徴がある事が分かった. 貢献
者らは, 発展過程における特有の特徴に対して, 経験的に課
題を導き出し, 活動を行っている.

本研究の目的は, 日本の OSMの課題の背景にある発展
過程における特徴に基づき, 貢献者らが経験的に導き出し
た課題について, 次の (1), (2), 及び (3)の３つの数量的な
データ分析により得られた調査分析の結果及び知見によ
り確認する事である. (1)日本の OpenStreetMapの現状分
析. (2)日本の OpenStreetMapのオブジェクトの粒度と量
の調査. (3)東日本大震災時におけるクライシスマッピン
グの調査分析. 以上の目的に対して, データ分析により, 定
量的に調査分析を行う.

本稿の構成は, 次の通りである. 第 2章では, 本研究の背
景について述べる. 第 3章では, 分析に用いたデータ及び
尺度について説明をする. 第 4章では, 日本のOSMについ
て他地域と比較調査し, 貢献者と成果物について調査分析
する. 第 5章では, 日本のOSMの品質について他地域と比
較調査し, 粒度と量について調査分析する. 第 6章では, 東
日本大震災のクライシスマッピングについてハイチ地震の
事例と比較調査し, 貢献者の編集活動について調査分析す
る. 最後に, 第 7章では, 本稿で得られた知見をまとめ, 今
後の研究課題を示す.

2. 背景
2.1 OpenStreetMapについて
OSMとは, 世界中の様々な地理情報に基づく周知情報
を集約したデータベースを作成する, ユーザー参加型に
よるボランタリーなプロジェクトである. また, オープ
ンソースと同様の Open Data Commons Open Database

License(ODbL) [4]のライセンスに基づき運用されている.

OSMのプロジェクトは, 2004年に Steve Coast氏 [26]に
より始められた. 著作権等の法的問題や技術的問題などか
ら自由に地図が使えないケースが多く, 創造的または生産
的な地図の利活用の促進の手段として始められた.

2.2 日本のOpenStreetMapの発展過程
日本の OSMの現在までの発展過程は, 貢献者の主な活
動内容により, 次に示す３つの過程に分けることができる.

• 日本の OSMの初期の活動 (2007年後半から 2010年)

• 東日本大震災時のクライシスマッピングの活動 (2011

年から 2012年頃)

• オープンデータとの連携の活動 (2012年より現在)

本研究では, 日本の OSMの初期, 及び東日本大震災時の
クライシスマッピングの活動における課題を基に, 調査分
析を行う.

2.3 日本のOpenStreetMapの初期
日本の OSMは, 2007年後半頃より有志の貢献者 (マッ
パー)により草の根的に活動が始められた. しかし, 当時の
日本の OSMのデータは白地図同然の状態であり, データ
がほとんど無い状態であった.

筆者も, 2008年に名古屋で行われた, オープンソースカ
ンファレンス 2008名古屋 (OSC2008Nagoya)[7]でOSMに
興味を持ち, 貢献者として活動に参加した.

国土計画局 (現：国土政策局)の国土数値情報データ [8]

の入力作業は, 2008年から 2011年頃にかけて行われた. 日
本の OSMの貢献者らは, 少しでも多くのデータを入力す
る為に, 国土数値情報データの入力を行った. 国土数値情
報データは, 1/25,000のデータが中心であり, 地図として
の精度は高くないが, 当時の白地図状態である日本のOSM

において, 編集のベースとなる初期データとしては充分な
データであった.

当時の貢献者らは, さらに OSMを普及し, 日本の各地
で貢献者を増やしていく事が必要だと考えた. 手段の一
つとして, OSM の普及と持続可能な活動の為に, 筆者と
貢献者らは, 2010年 12月に OpenStreetMap Foundation

Japan(OSMFJ)[3]を設立した. しかし, OSMFJの設立に
より問題が解決した訳では無い. さらに膨大な情報の入力
と編集の作業が必要であり, 国内の各地において持続可能
な活動として広めていく必要がある.

日本で活動が始まった 2007 年後半から 2010 年にかけ
ての, 初期の日本の OSMにおける活動状況を, 次の (1)と
(2)にまとめる.

(1) 少ない貢献者により, 大量のデータの入力を行った.

(2) ボランタリーなプロジェクトであった為, 貢献者のイ
ンセンティブやモチベーションを長期に持続させるの
は困難であった.

以上の状況により, 初期の日本の OSMにおいて, 次の
(1)と (2)の課題があった.

(1) [貢献者を増やす] OSMの貢献者を増やす事で持続可
能な活動にする.

(2) [各地域への普及] OSMを, 国内の各地において持続可
能な活動として普及する.

2.4 東日本大震災時のクライシスマッピング
2011年 3月 11日 14時 46分に発生した東日本大震災の
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際に, OSMの多くの貢献者らによりクライシスマッピング
は行われた. クライシスマッピングとは, 世界各地の災害
や暴動などの際に, ボランティアによる貢献者らが中心と
なり, 現地の地理的被災状況を OSMによりデータ化する
事により, 災害対応活動や人道支援活動を支援する事を目
的とする.

東日本大震災発生前の 2011年 3月 6日に行われたジオ
ロケーションカンファレンス 2011[10] において, Yahoo!

Japan 社より, 同社が保有する旧 ALPS 社の地図データ
(Yahoo/Alpsデータ)を, OSMに無償提供するという趣旨
の発表があった [11]. 当時の日本のOSMは発展途上であっ
たため, 基本的な地図データさえも整備されておらず, 被
災地域が広範囲という事もあり, クライシスマッピングに
よるデータ化作業が困難を極めていた. OSMFJは Yahoo!

Japan社と協議を行い, 急遽, 同年 3月 18日にYahoo/Alps

データが引渡しされた. 同年 4 月 1 日より, Yahoo/Alps

データの道路データ (Yahoo道路データ)を入力可能になっ
た. Yahoo道路データは, 被災地である東北地方を中心に
入力され, 次第に全国へ展開していった. Yahoo道路デー
タは, 日本全国を 1910の市町村区に分割し, 市町村区毎に
入力作業が行われた. 図 1は, Yahoo道路データの入力状
況を, 地方別に集計したグラフと表である. 多くの貢献者
の地道な作業を積み重ね, 2年 2ヶ月後の 2013年 6月に全
ての市町村区で入力作業を完了する事が出来た.

図 1 Yahoo/Alps道路データの入力状況 (2011年 4月～2013年 6

月)

しかし, 東日本大震災のクライシスマッピングは, 特に困
難な作業であった. 理由を述べる. まず, 当初, 震災直後の
被害想定地域が, 東日本 (函館から千葉)の太平洋側沿岸と
非常に広範囲であった事である. さらに, OSMの当時の被
害想定地域においては, 基本的なデータが整備されていな

かった事である. つまり, 東日本太平洋側の広範囲な地域
において, 道路や建物などの基本的な地図データを入力す
る事から始めなければならなかった.

OSMの貢献者は, 東北地方の市町村が公開する避難所
情報を, OSMへデータ化する作業も行った. しかし, 自治
体情報の利用規約 (ライセンス等)の制約や公開形態 (デー
タ形式等)の違いなどにより, 手続きやデータ化に多くの
時間を要した. さらには, 役場自体が被災して機能してい
ない自治体もあり, 問い合わせもできないケースもあった.

従って, 避難所情報の入手に多くの時間と手間を費やす事
となり, OSMへデータ化する作業には困難を極めた. 以上
の事例は, 自治体の情報公開のあり方について課題を残し
たとともに, オープンデータの必要性が明確になった事例
でもある.

Yahoo道路データは, 日本全国を 1910の市町村区に分割
し, 市町村区毎に入力作業が行われた. 図 1は, Yahoo道路
データの入力状況を, 地方別に集計したグラフと表である.

東日本大震災直後の活動における状況を, 次の (1)と (2)

にまとめる.

(1) 基本的な地図データが充分に整備されていなかったた
め, クライシスマッピングは困難な作業となった.

(2) Yahoo道路データによる大量のデータの入力を行った.

以上の状況により, 東日本大震災時の活動において, 次の
(1), (2), 及び (3)の３つの課題があった.

(1) [基本的なデータの整備] 将来起こりうる災害の為に,

基本的な地図データの整備が必要である.

(2) [各地域への普及と貢献者を増やす] 各地に OSMを普
及するとともに貢献者を増やす必要がある.

(3) [オープンデータへの取り組み] 自治体のオープンデー
タへの取り組みが必要である.

以上が, 東日本大震災時の活動からの日本の OSMの課
題である.

以上の活動状況により, 日本の OSMは少ない貢献者に
より多くの成果物が作成されたと考えられた. 貢献者らは,

日本の OSMを持続可能な活動にする為には, OSMを日本
の各地域に普及活動を行い貢献者を増やす事, 基本的な地
図データを充実させる事, 更には, オープンデータの取り組
みを推進する事が必要だと考え, 活動している.

本研究では, 日本の活動における課題の背景にある, 日本
の発展過程における特有の特徴について, 数量的なデータ
により分析する事を目的とする.

3. 調査対象のデータと尺度
3.1 調査対象のデータ
3.1.1 時系列調査のデータ
時系列データの調査には, OSMの全球データ*1 [42]を

*1 ’ 全球’ とは, 一般に世界若しくは地球の事をさす. ’ 全球データ’
とは, 世界中のデータである事を意味する.
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2007年 11月 7日から 2012年 4月 30日の期間について取
得し, フランス, オランダ及び日本を抽出し利用した. 日本
は 2007年後半より有志により活動が始まっており, 日本を
時系列に調査するには充分な期間のデータである.

上記データは, コンバートプログラムである
osm2pgsql[44] を用いて, PostGIS[45] で拡張したデータ
ベース PostgreSQL[46]へ格納し, 必要なデータを出力する
ことで調査を行った. PostGISは, PostgresSQLに空間拡
張を導入するためのものである. PostGISを用いることで,

地理情報内の面積や距離などを算出する空間関数を利用す
ることが可能になる.

取得したOSMの全球データ, 及び抽出した各地域のデー
タの総容量は約 2TBである. また, データベースの総容量
は約 3TBである. データの処理には, 8Core CPU, 及びメ
モリー 16GBの計算機を用い, Ubuntu12.4のOSにより処
理を行った. 上記, OSMの全球データの取得からデータ
ベース格納までの作業に約 15週間を要した.

3.1.2 77地域の比較データ
日本と他 77地域の比較には, OpenStreetMap ODbL ac-

ceptance by regionサイト (OSM ODbLサイト)[43]から
2012年 4月 30日現在の 77地域のデータを利用した. 地域
毎の各オブジェクト及び貢献者の総数が得られ, 日本と他
地域の OSMデータを比較可能になる.

OSM ODbLサイトでは, 地域毎にオブジェクト数を集
計しており, 本研究の調査に利用した.

3.2 尺度について
3.2.1 OSM Merit

OpenStreetMap ODbL acceptance by region サイト
(OSM ODbLサイト)[43]で定義されるOSM Meritを用い
てオブジェクトの数を計る. OSM Meritはオブジェクトの
各要素に重み付けした和で表す (式 (1)).

単位面積 (1000km2) あたりの OSM Merit を, 「OSM

Merit密度」とする. 貢献者の平均 OSM Meritを, 「貢献
者 1人当りの OSM Merit」とする.

OSM Merit = N + (5 ∗W ) + (20 ∗R) (1)

(N:ノード数 , W:ウェイ数 , R:リレーション数)

OSM ODbLサイトで貢献者のオブジェクト数 (成果物
数)を集計する際に, オブジェクトにはノード, ウェイ, 及
びリレーションの複数の要素がある. オブジェクトを一元
化して集計する為に, オブジェクトの各要素に重み付けを
した指標である OSM Meritを用いた.

OSMのノード, ウェイ, 及びリレーションの各オブジェ
クトは, データにおける機能が異なるとともに, 作成課程に
おいても労力などが異なる. オブジェクト数を一元的に表
すにあたり, 作成課程に合わせた重み付けをする事により,

OSM Meritは, 貢献者の労力を考慮したオブジェクトの価
値 (Merit) を表している. よって, 各オブジェクトを単純
に合計したオブジェクト数よりも, OSM Meritはオブジェ
クトの価値を表わす指標として用いられている.

3.2.2 Node-Way比
オブジェクトの粒度を推計する尺度としてNode-Way比
を用いる. OSMは地理情報データベースであり, OSMの
成果物は位置情報を持つオブジェクトにタグを付加した
データで構成されている.

OSMの仕様により, 例えば, １つの道路に対して部分的
に橋, トンネル, 一方通行, 及び車線数等の情報を付加する
為に編集を行った場合, それぞれ異なるタグを付加する必
要があり, 1つのウェイでは無く, 複数のウェイに分断し,

各ウェイに異なるタグを付ける事になる. ノード数は変わ
らなくても, ウェイに付加するタグを増やす為に, ウェイ数
は増えていく事になる. つまり, 貢献者が編集作業を重ね
る事で, ノード数に対してウェイ数が増加し, ウェイのオブ
ジェクトが細かくなる傾向にある (式 (2)).

Node-Way比が大きい場合は, オブジェクトはより粗い
状態である. Node-Way比が小さい場合は, オブジェクト
はより細かい状態である. オブジェクトが細かくなれば,

OSMの仕様によりタグを多く追加する傾向にある. オブ
ジェクトが細かくなる事で, 詳細に描画される傾向にある.

詳細に描画される事は, 精度の向上も期待出来る.

Node−WayAspect = N/W (2)

　 (N:ノード数 , W:ウェイ数)

オブジェクト数が少なく普及途上の地域では, 比較的長
いウェイが多い傾向にあり, Node-Way比は大きくなる傾
向にある. また, 編集数の多い貢献者による編集方法など
の個人差が影響し Node-Way比に反映される場合もあり,

地域による Node-Way比の値のばらつきが大きくなる.

オブジェクト数が多く普及が進んでいる地域は, 比較的
短いウェイが多くなる傾向にあり, Node-Way比は小さく
なる. また, 編集数の多い貢献者による編集方法などの個人
差がオブジェクトに影響する事も少なくなり, Node-Way

比は小さくなる.

4. 日本のOpenStreetMapの現状分析
4.1 予想されること
日本の OSMが, 貢献者が少ない初期段階から大量デー
タの入力作業が行われていたのは, OSMの他地域では見ら
れない活動でもある. 他地域と比較した時, 日本のOSMは
貢献者が少ないにも関わらず, 貢献者数に対する成果物の
数が多い事になる. OSMの成果物は, データを入力すれば
終わりでは無い. 入力されたデータにより, 精度も異なれ
ば, 情報の数も異なる. 従って, OSMではクラウドソーシ
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ングのメリットを生かし, 多くの貢献者により, 成果物を正
確に且つ最新に修正しメンテナンスする事が重要になる.

今後, 作成された成果物をメンテナンスし続ける為には, コ
ミュニティが持続可能なコミュニティになる必要があり,

様々な課題がある．従って, 「日本のOSMは貢献者数に
対して, 成果物数が極めて多い」と予想される. 本章では,

日本と日本以外の地域とのデータ分析により比較し, 本予
想を調査する. また, 調査結果により, 今後の問題点を明確
にし, 日本の OSMコミュニティへの問題提議も行う.

なお, OSMの成果物はオブジェクトとタグで構成されて
おり, 本章では主にオブジェクトについて調査分析を行う.

調査の為, 日本を含む 77地域 (2012年 4月 30日現在)及
び日本の東日本大震災直前 (2011年 3月 9日現在)のデー
タを用いた.

4.2 オブジェクトの作成状況の比較調査
上位の OSM先進地域と日本を比較分析し, 日本のオブ
ジェクトの作成状況を調査にした. 日本のオブジェクトの
作成状況を明確にする事により, 多国間による成果物数の
位置づけを確認する.

日本のオブジェクトの数は OSM先進地域に近づきつつ
あり, 震災後の約 1年間で 2倍以上増加していた. 主な要
因は, 以下の (1)と (2)の 2つである. (1)日本で OSMが
普及過程であるが, 活発に編集活動が行われていた. 初期
より, 国土数値情報データの大規模なデータが入力された.

従って, OSM先進地域と比較して, 短期間にデータが増え
た. (2)東日本大震災の際に世界中の有志によるクライシ
スマッピングが行われた. さらに, 2011年 4月より Yahoo

データの入力作業が始まった. 従って, データが震災後の
約 1年間で 2倍以上増加していた.

4.3 OpenStreetMapの普及状況の比較調査
OSM先進地域と日本を比較分析し, OSMの日本での普
及状況を調査した. 日本の普及状況を明確にする事により,

成果物数に対してどの程度普及しているのか確認する.

貢献者数は人口に対して少なく, OSM先進地域と比較し
て十分に OSMが普及していない事が分かった.

4.4 貢献者あたりのオブジェクト作成状況の比較調査
貢献者の活動により作成されるオブジェクトが, 日本と

OSM先進地域で異なるのかを調査した. 調査は, 貢献者 1

人当りのオブジェクト数 (OSM Merit)により調査を行っ
た. 表 1は, オブジェクト密度上位 15地域及び震災直前の
日本 (表 1の*)の一覧を示す.

表 1(1)から, 日本の貢献者 1人当りのオブジェクト数は
54,031であり, 他地域と比較して多い事が分かる. OSM先
進地域が多く存在する Europe平均 8,935(表 1(2))と比較
して約 6.7倍である. つまり, 日本の貢献者一人当たりのオ

ブジェクトの作成数は, OSM先進地域と比較して極めて多
い事を示している.

表 1 貢献者１人当りの OSM Merit(オブジェクト数) (2012.4.30)

Region 貢献者数 OSM Merit/貢献者
1 Monaco 90 251

2 Netherlands 5,069 16,312

3 France 13,409 26,584

4 CzechRepublic 3,590 11,875

5 Luxembourg 639 2,136

6 Belgium 3,537 4,367

7 Germany 47,207 3,713

8 Gaza 111 13,355

9 Slovakia 1,336 16,056

10 Switzerland 4,776 3,642

11 Austria 4,386 6,922

12 Denmark 2,332 5,672

13 Japan 1,965 (1) 54,031

14 Europe 124,907 (2) 8,935

15 Great Britain 13,400 4,600

* Japan(2011.3.9) 854 55,070

4.5 調査の考察
以上により, 日本の OSMは他地域と比べ貢献者数に対
してオブジェクトの数が極めて多い事が確認できた. 本調
査結果は, 他地域に無い日本の OSM特有の特徴でもある.

Madeyらの関連研究 [21]では, 小規模開発コミュニティ
は多くの課題を解決する為に, より多くのリソースを必要
とする事を指摘している. つまり, 少人数の開発コミュニ
ティでは, 様々な問題を解決する事で多くのリソースを消
費するため, 開発者一人当たりの開発にかかる負担が大き
くなり, 結果として, プロジェクトは失速する可能性がある
ことを示してる. 日本の OSMのコミュニティは他地域と
比較した場合, まだ貢献者も少ないことから, 相対的に小さ
なコミュニティと見なす事が出来る. また, OSMのような
ボランタリーなコミュニティにおける持続可能な活動の為
には, 貢献者のモチベーションが重要である. 日本の OSM

のコミュニティは, 少ない貢献者にもかかわらず活発に活
動を行い, 多くの成果物を作成しているが, 様々な問題を
解決するため, 貢献者一人当たりの負担が大きくなり, プ
ロジェクトは失速する可能性がある. 従って, 将来, 日本の
OSMのコミュニティが持続可能なコミュニティ活動を行
う為には, まだ多くの課題が残されていると言える.

4.6 日本のOSMコミュニティへの問題提議
日本の OSMは少数の貢献者の活発な活動により, 多く
の成果物が作成されている. 今後, OSMデータの更新作業
及びデータ充実の為には, 継続した活発なコミュニティ活
動が必要である. OSMのようなボランタリーなプロジェ
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クトの活動は, 金銭の授受が行われないプロジェクトであ
る [18]. 個々の貢献者らは, それぞれのインセンティブに
より活動を行い, 貢献者の集合体がコミュニティを形成す
る. よって, 企業のように金銭の授受等により活動をコン
トロールする事は不可能である. 将来の日本の OSMを持
続可能な活動となる為には, 個々の貢献者の愛 (Love)や名
誉 (Glory)によるインセンティブが重要になる [19][20].

つまり, OSMコミュニティに参加する貢献者は, 基本的
にボランティアであり, 様々なインセンティブにより自由
に参加し, 各自のモチベーションにより活動を行っている.

OSMコミュニティとして貢献者を繋ぎ止めるものは緩く,

今の貢献者が数年後も継続して参加しているという保証
は何も無い. 従って, 現在の貢献者数が少ないと言う事は,

将来, データの保全の為に充分な貢献者が維持出来なく可
能性がある. 現在の貢献者のモチベーションの僅かな変化
が今後の日本の OSMデータ更新やデータ維持管理に大き
く影響を及ぼす. すなわち, 今後, 日本の OSMのコミュニ
ティを持続可能なコミュニティとする為には, 貢献者を増
やす事が大きな課題である.

5. 日本の OpenStreetMapのオブジェクト
の粒度と量の調査

5.1 予想されること
前章の日本の OSMの現状についての調査により, 貢献
者数はまだ少ないが, 成果物数 (オブジェクト数)は多く作
成されている事が分かった. 日本の OSMの初期に, 大量
の成果物を作成したが, 成果物の品質は日本以外の地域と
同様に向上しているのか確認する必要がある. 本研究では,

OSMの成果物の品質のうちの粒度と量である, Node-Way

比, ウェイ平均距離, エリア平均面積及び道路総距離につい
て, 日本と他地域とのデータを比較調査し分析を行う.

つまり, Kaneらの関連研究 [24][25]では, 貢献者数の増
加に対して成果物数は正の相関関係にあり, 更に, 成果物数
の上限とも言うべき値が存在する事を示している. 現在の
日本の OSMは普及途上であり, 貢献者数の増加に対して
成果物数は正の相関関係にあるが, 成果物数の上限値には
至っていないと考えられる.

関連研究から, OSM は, 貢献者の増加に伴い, 成果物
(オブジェクト)の粒度は細かくなり, 成果物の量は線形に
増加していき, 品質は向上している, と予想される. また,

発展段階である日本においても, 同様に品質は向上してい
る, と予想される.

成果物 (オブジェクト)の品質を分析する為に, OSMの
成果物の品質のうちの粒度と量について, 日本と日本以外
の地域とのデータを比較調査し分析を行う.

5.2 調査の方法
Node-Way比, ウェイ平均距離及びエリア平均面積を調

査する事により, オブジェクトの粒度について調査する.

OSMの仕様により, 例えば, １つの道路に対して部分的
に橋, トンネル, 一方通行, 及び車線数等の情報を付加する
場合, それぞれ異なるタグを付加する必為があり, 複数の
ウェイに分断し, それぞれ異なるタグ付けをしなければな
らない. つまり, 多くの情報を入力する為には, 異なるタグ
情報を付けた短いウェイを繋ぎ, 1つの道路の多様なタグ
情報を表現する.

また, データ入力の初期段階では, 情報源も少なく大雑把
な情報を入力するケースが多い. しかし, 多くの貢献者に
より多様な情報が入力される事によりオブジェクトはタグ
情報の違いにより細分化されると共に, 情報が充実し, オブ
ジェクトの形状が詳細になっていく.

つまり, OSMの成果物の増加に伴ってタグ情報が増加す
る事により, ウェイは多くの短いウェイに細分化され, エ
リアは多くのより小さな形状に細分化される傾向にある.

よって, ウェイ平均距離が短くなり, 若しくはエリア平均面
積が小さくなる事は, タグ情報が増加し品質の情報の数が
向上する傾向にあるといえる.

Node-Way比
Node-Way比を用いて, オブジェクトのノードとウェイの
比率を調査する事で, オブジェクトの粒度を調査する.

Node-Way比は小さくなる事は, 多くのタグ情報を入力
する為にオブジェクトを分断する事に繋がり, 品質の粒度
が向上していると言える.

ウェイ平均距離
オブジェクトのウェイの平均距離を調査する事で,オブジェ
クトの粒度 (短さ)を調査する.

ウェイの平均距離が短くなる事は, 多くのタグ情報を入
力する為にオブジェクトを分断する事に繋がり, 品質の粒
度が向上していると言える.

エリア平均面積
オブジェクトのエリアの平均面積を調査する事で,オブジェ
クトの粒度 (小ささ)を調査する.

エリアの平均面積が小さくなる事は, 多くのタグ情報を
入力する為にオブジェクトを分断する事に繋がり, 品質の
粒度が向上していると言える.

道路総距離
道路総距離を調査する事により, 成果物 (オブジェクト)の
量の調査を行う.

オブジェクトの量の調査について, 道路総距離を調査す
ることにより行う. 道路はどの地域においても, 人々の生
活圏であれば, ほぼ同様に存在する. また, 道路は位置情報
の基準になる情報であり, 重要な位置づけにある. OSMに
おいて, 編集をする際の目印になるモノであり, 初期段階に
多く作成される傾向にある. つまり, 道路総距離は, その地
域の成果物数の編集状況の指針になる.

道路総距離が長くなる事は, 多くの情報が入力された事
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であり, 品質の量が向上したと言える.

5.3 Node-Way比の調査
調査結果を, 次の (1), (2), 及び (3)の３点にまとめる.

(1) 日本のオブジェクトの数は OSM先進地域に近づきつ
つあり, Node-Way比が大きく, オブジェクトが粗い事
が分かった. 日本の OSMは他地域に比べ貢献者数に
対して成果物数 (オブジェクト数)が多い事により, オ
ブジェクトに充分なタグ情報を付加する編集作業が,

オブジェクトの増加に対して追いついていない事であ
る. さらに, 多くの編集を行う為には, 貢献者を増やす
必要がある.

(2) 日本の初期では, Node-Way比が大変大きかった. 日
本の OSMの初期 (2008年～2010年)に国土数値情報
データが入力された影響が考えられる.

(3) 東日本大震災後に追加編集された成果物は,東日本大震
災以前と比較してNode-Way比の小さいデータであり,

オブジェクトがより細かい事が分かった. 東日本大震
災直後に行われたクライシスマッピング及び同年 4月
から行われた Yahooデータの入力作業は, Node-Way

比の減少, つまりオブジェクトの詳細化に大きく影響
したといえる. しかし, OSM先進地域と比較すると,

日本のオブジェクトはまだ粗い事が分かった.

5.4 ウェイ平均距離の調査
調査結果を, 次の (1), (2)及び (3)の３点にまとめる.

(1) 国全体及び主要地域のウェイ平均距離の傾向として,

初期には大きな変動がある地域もあるが, 負の傾きで
あり下降傾向にある事が確認出来た. 貢献者が編集を
重ねる事により, 多くの情報を入力する為に必然的に
ウェイが短くなり, 結果として, 品質の情報の数が増え
ている事になる.

(2) 日本のウェイ平均距離においては, ドイツとフランス
のウェイ平均距離が緩やかな下降傾向であるのに対
して, 日本は急激な下降傾向にあった. 日本は後発地
域ではあるが, 急速に情報の数が向上している事が分
かった.

(3) 日本全体のウェイ平均距離の 2011 年 3月 16 日より
2011年 5月 11日にかけて急激に下降しているが, 主
要都市である東京, 名古屋, 及び大阪では特に大きな変
化が無かった. 東京, 名古屋, 及び大阪以外の地域で,

日本全体の情報の数を大きく変化させる編集が行われ
ていた事であり, 東日本大震災直後に東北地方を中心
に行われたクライシスマッピング [31][27]及び Yahoo

データの入力作業が行われた時期と合致する. 東日本
大震災直後のクライシスマッピング及び Yahoo道路
データの入力作業は, 日本の情報の数を大きく向上さ
せた事が確認出来た.

5.5 エリア平均面積の調査
調査結果を, 次の (1)と (2)の２点にまとめる.

(1) 国全体及び主要地域のエリア平均面積の傾向として,

初期には大きな変動がある地域もあるが, 負の傾きで
あり下降傾向にある事が確認出来た. OSMの貢献者
が編集を重ねる事により, 多くの情報を入力する為に
必然的にエリアが小さくなり, 結果として, 品質の粒度
が向上している事になる.

(2) 東日本大震災直後の編集作業は, 主に道路等のウェイ
の編集が中心であった事が確認できた. 日本のエリア
平均面積においては, ウェイ平均距離の調査では東日
本震災直後の編集作業の影響が見られたが, エリア平
均面積の調査の同時期に同様な傾向は見られなかった.

東日本大震災直後には, 被災地の被災状況をデータ化
する作業であるクライシスマッピングが行われている.

つまり, クライシスマッピングの際に, 基本的な地図
データである道路等のウェイのデータ編集が多く行わ
れていた事は, 被災状況をデータ化する際に基準とな
る基本的な地図データが充分に整備されていなかった
事である.

5.6 道路総距離の調査
図 2 は日本, ドイツ, 及びフランスの道路総距離 (Y

軸:(m))と貢献者数のグラフである.

図 2の [A]では, 日本, ドイツ, 及びフランスと地域が異
なっても直線的な増加傾向がみられる. 図 2の [B]では, 日
本の初期段階において, 急激な増加傾向がみられる. 図 2

の [C]では, 日本の東日本大震災のイベントに対して, 一時
的に急激な増加傾向がみられる.

図 2 道路総距離 - 日本, ドイツ, 及びフランス

調査結果を, 次の (1)と (2)の２点にまとめる.
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(1) 日本, ドイツ及びフランスの傾向として, 地域が異なっ
ても直線的な増加傾向が見られた. つまり, 貢献者の
増加に伴い, 成果物の量も増加しており, 品質は向上し
ている事が確認できた.

(2) 日本においては, 初期に急激な増加傾向が見られ, 東日
本大震災の際に一時的に急激な増加傾向が見られた.

5.7 調査のまとめ
品質の粒度と量の調査について, 次の (1), (2), 及び (3)

の３点にまとめる.

(1) 日本の OSMでは,成果物の品質の粒度と量が向上し
ている事が分かった. 各地域のウェイ平均距離及びエ
リア平均面積共に, 初期には大きな変動がある地域も
あるが, 全体としては負の傾きであり下降傾向にある
事が確認出来た. また, 道路総距離においても, 貢献
者の増加に伴い成果物数が増加している事が確認でき
た. よって, 貢献者が編集を重ねる事により, 多くの情
報を入力する為に必然的にオブジェクト単位 (ウェイ,

エリア)が小さくなり, さらにデータ量が増えている.

(2) 日本の初期では、Node-Way比が極めて大きかったが,

ウェイ平均距離では急激に短くなる傾向にあった. つ
まり, 初期段階では品質の粒度が粗かったが, 急激に向
上している事が確認できた. 日本の初期の国土数値情
報データの入力作業や貢献者の活動などの影響と考え
られる.

(3) 東日本大震災直後のクライシスマッピング及び Yahoo

道路データの入力作業は, 主に道路等のウェイのデー
タ編集を中心に行われ, 日本の情報の数を大きく向上
させた事が分かった. Node-Way比が, 東日本大震災
後には急激に小さいくなっており, オブジェクトがよ
り細かくなっていた. ウェイ平均距離は, 急激に短く
なっていた. 特に, 東京, 名古屋, 及び大阪以外の地域
で急激に短くなっていた. しかし, エリア平均面積で
は, 東日本大震災直後に大きな変化は見られなかった.

従って, 道路, 鉄道, 及び河川等のウェイのデータを中
心に大量の編集が行われたと考えられる. また, Yahoo

道路データは, 道路データのみであり, 大量に入力され
た事を調査から確認できた.

日本の貢献者は, 初期の時期より東日本大震災を経て, 活
発に活動を行っており, 成果物の品質が向上している. し
かし, 前章の結果により, 貢献者がまだ少なく, 貢献者一人
当たりの負担が大きいという指摘もある. 今後, 日本のコ
ミュニティを持続可能な活動にする為には, 貢献者を増や
す事が課題である事には変わりはない.

日本の OSMのデータは, 東日本大震災の時期に, クラ
イシスマッピング及び Yahoo道路データの入力作業によ
り, 主に道路等のウェイのデータ編集を中心に行われてい
た. クライシスマッピングは, 被災地の被災状況をデータ

化する作業である. つまり, クライシスマッピングの際に,

Yahoo道路データの入力作業により, 基本的な地図データ
である道路等のウェイのデータ編集が多く行われていた事
が確認出来る. 従って, 被災状況をデータ化する際に基準
となる基本的な地図データが充分に整備されていなかった
事である. よって, 次章において, 東日本大震災のクライシ
スマッピングの際に, 道路や建物など基本的な地図データ
の入力が多く行われた事について, 調査分析を行う.

6. 東日本大震災時におけるクライシスマッピ
ングの調査分析

6.1 予想されること
東日本大震災発生直後, OSMの貢献者らは, 被災地の地
理的被害状況をデータ化する救済支援活動であるクライシ
スマッピングの活動を行った.

しかし, 東日本大震災のクライシスマッピングの際には,

充分に基本的なデータが整備されていなかった事により,

道路や建物など基本的なデータの入力から始めなければな
らなかった. 前章による調査分析からも, クライシスマッ
ピングの際に, Yahoo道路データの入力作業により, 基本
的な地図データである道路等のウェイのデータ編集が多く
行われていた事が確認されている. 従って, 特に道路や建
物など基本的なデータの編集が行われた事が確認できると
予想される.

本章では, 多くの貢献者らがクライシスマッピングに参
加した状況について, 及び道路と建物など基本的なデータ
の入力が多く行われたことについて, 調査を行う. 筆者ら
の先行研究である東日本大震災時のデータ分析 [39][40]に
加え, 東日本大震災と同様に, 震災時に基本的なデータが整
備されていなかったハイチ地震とのデータの比較調査によ
り分析する.

図 3は, 東日本大震災の際にクライシスマッピングによ
り被災状況をデータ化された仙台市周辺地図である. 津波
により水没した地域がデータ化され, 地図に表現されてい
る事が分かる.

図 3 OpenStreetMap : 東日本大震災直後の仙台市周辺地図
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6.2 調査の結果とまとめ
東日本大震災とハイチ地震との, クライシスマッピング
の比較調査の結果を以下にまとめる.

東日本大震災のクライシスマッピングの際には, 充分に
基本的なデータが整備されていなかった事により, 道路, 及
び建物など基本的なデータの入力から始めなければならな
かった. 東日本大震災と同様に, 震災時に基本的なデータ
が整備されていなかったハイチ地震とデータ分析する事に
より, 貢献者の参加状況, 道路, 及び建物など基本的なデー
タの入力状況などについて, 比較し調査を行った.

本章の調査の結果, 次の (1), (2), 及び (3)の 3点の事が
明らかになった.

(1) 東日本大震災とハイチ地震共に, 多くの貢献者がクラ
イシスマッピングに参加した. また, 震災後４週間程
度のちに, 貢献者数の増加が停滞する傾向にあること
が分かった.

(2) 東日本大震災とハイチ地震のクライシスマッピングで
は, 被災状況をデータ化する為に被災直後の被災地を
撮影した衛星写真が貴重な情報源であった. 倒壊した
建物及び土地の被災状況等をデータ化するため, 衛星
写真を利用してクライシスマッピングが活発に行われ
ていた事が, データ分析により確認できた.

(3) 道路データの週間増加数は, ハイチ地震の直後に道路
データの増加のピークとなり, 徐々に減少していたの
に対して, 東日本大震災の際には, 同年 4月 1日より
Yahoo道路データの入力作業が行われたため, 数週間
に渡り多くの道路データが作成されていた事が分かっ
た. つまり, 同年 4 月 1 日を境に編集作業の中心が,

衛星写真を利用した編集作業から, Yahoo道路データ
の入力作業に移行した事が, データ分析により確認出
来た.

2008年に草の根的に始まった日本の OSMは, 少ない貢
献者の活発な活動により多くの成果物を生み出し, 急速に
発展してきた. 急速に発展していた日本の OSMにおいて
東日本大震災の際のクライシスマッピングは, さらに多く
の貢献者の参加を促し, 多くの成果物を作成しており, 重要
な転機になった事が分かる.

7. まとめと考察
7.1 まとめ
日本の OSMでは, 初期の段階から貢献者らは活発に活
動を行い, 少ない貢献者だったが国土数値情報データなど
の大規模データの入力を行い多くの成果物を作成してきた.

また, 東日本大震災の際に行われたクライシスマッピング
を契機に, 貢献者と成果物が急速に増加してきた. さらに
は, Yahoo道路データの大量のデータの入力を行った. 以
上の日本の発展過程は, 他の地域では見られない特有の特
徴である.

本研究の調査において, 日本のOSMの課題の背景にある
発展過程における特徴に基づき, 貢献者らが経験的に導き
出した課題について, ３つの数量的なデータ分析により得
られた調査分析の結果及び知見により確認する事ができた.

持続可能なコミュニティとする為に
日本のOSMの現状分析により, 日本のOSMは他地域と
比べ貢献者数に対してオブジェクトの数が極めて多い事が
確認できた. また, 日本のOSMのオブジェクトの粒度と量
の調査により, 日本の貢献者は, 初期の時期より東日本大震
災を経て, 活発に活動を行っており, 結果として成果物の品
質が向上している事が確認された. 本調査結果は, 日本の初
期において, 少ない貢献者らが活発に活動を行った事を示
しており, 他地域に無い日本の OSM特有の特徴でもある.

日本のOSMのコミュニティは他地域と比較した場合, ま
だ貢献者も少ないことから, 相対的に小さなコミュニティ
と見なす事が出来る. また, OSMのようなボランタリー
なコミュニティにおける持続可能な活動の為には, 貢献者
のモチベーションが重要である. 日本の OSMのコミュニ
ティが, 少ない貢献者にもかかわらず活発に活動を行い, 多
くの成果物を作成しているのであれば, Madeyらの関連研
究 [21]により, 様々な問題を解決するため, 貢献者一人当た
りの負担が大きくなり, プロジェクトは失速する可能性が
ある事を示している. 従って, 将来, 日本の OSMのコミュ
ニティが持続可能なコミュニティ活動を行う為には, まだ
不安定な状態である事が確認できた.

以上に基づき, 日本の OSMコミュニティへの問題提議
を示す.

日本の OSMは少数の貢献者の活発な活動により, 多く
の成果物が作成されている. 今後, OSMのデータの更新作
業及びデータ充実の為には, 継続した活発なコミュニティ
活動が必要である.

OSMのようなボランタリーなプロジェクトの活動は, 金
銭の授受が行われないプロジェクトである [18]. 個々の貢
献者らは, それぞれのインセンティブにより活動を行い, 貢
献者の集合体がコミュニティを形成する. 従って, 企業の
ように金銭の授受等により活動をコントロールする事は不
可能である. つまり, 将来の日本のOSMを持続可能な活動
となる為には, 個々の貢献者の愛 (Love)や名誉 (Glory)に
よるインセンティブが重要になる [19][20].

つまり, OSMコミュニティに参加する貢献者は, 基本的
にボランティアであり, 様々なインセンティブにより自由
に参加し, 各自のモチベーションにより活動を行っている.

OSMコミュニティとして貢献者を繋ぎ止めるものは緩く,

今の貢献者が数年後も継続して参加しているという保証は
何も無い. 従って, 現在の貢献者数が少ないと言う事は, 将
来, データの保全の為に充分な貢献者が維持出来なく可能
性がある. 現在の貢献者のモチベーションの僅かな変化が
今後の日本の OSMのデータ更新やデータ維持管理に大き
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く影響を及ぼす. すなわち, 今後, 日本の OSMのコミュニ
ティを持続可能なコミュニティとする為には, 貢献者を増
やす事が大きな課題である.

将来起こりうる災害の為に, 基本的な地図データの整備
日本の OSM のオブジェクトの粒度と量の調査により,

日本の OSMのデータは, 東日本大震災のクライシスマッ
ピングの際に, Yahoo道路データの入力作業により, 基本
的な地図データである道路等のウェイのデータ編集が多く
行われていた事が確認出来た. 従って, 被災状況をデータ
化する際に基準となる基本的な地図データが充分に整備さ
れていなかった事だと分かる.

また, 東日本大震災時におけるクライシスマッピングの
調査分析において, 東日本大震災直後にクライシスマッピ
ングが活発に行われたが, 同年 4月 1日を境に編集作業の
中心が Yahooデータの入力作業に移行していった事が, 調
査により確認出来た. 基本的な地図データが整備されてお
らず, 被災地域が広範囲という事もあり, クライシスマッ
ピングによるデータ化作業が困難を極めていた事が確認で
きた.

平常時に, OSMのデータを充実させておく事で, 災害発
生時にクライシスマッピングが行われた際には, 最小限の
作業で被災状況をデータ化する事が可能になり, 一刻を争
う救済現場に対して支援する事が可能になる. 将来起こり
うる災害の為に, 基本的な地図データの整備が必要である.

その為にも, 各地に OSMを普及するとともに貢献者を増
やす事は大変重要な事である.

様々な社会活動との連携により, 社会貢献が可能
東日本大震災時におけるクライシスマッピングの調査分
析において, クライシスマッピングでは, 被災状況をデータ
化する為に被災直後の被災地を撮影した衛星写真が編集の
際の貴重な情報源であり, 衛星写真を利用してクライシス
マッピングが活発に行われていた事が分かった. また, 倒
壊した建物及び土地の被災状況等をデータ化するための編
集作業が多く行われ, 震災直後の被災状況を映し出した詳
細な衛星写真は重要な情報元だった事が分った.

ではなぜ, OSMは被災直後の衛星写真を利用する事が出
来たのか? なぜなら, それは, 衛星写真を提供した団体が,

OSMのクライシスマッピングの災害時における有効性を
理解していたからである. 当然, 各団体に理解を得られる
為には, 地道な OSMの普及活動があった筈である.

従って, OSMは社会の多くの分野と連携する事で, 様々
な社会活動に有効に機能し社会貢献が可能となるのである.

その為にも, 広く OSMを普及する事は, 大変重要な事で
ある.

現在, 東日本大震災の際のクライシスマッピングに端を
発した被災地の復興支援活動も継続して行われているが,

自治体によるオープンデータの推進が進められている事か
ら, 日本の OSMの活動の中心は徐々にオープンデータと

の連携へと移行していくと考えられる. クリティカルマス
で言われるイノベーターが中心になり, 各地でマッピング
パーティーやイベントの開催し, オープンデータとの連携
を進める事で, 様々な社会活動での活用が可能となり, アー
リー・アダプターが増える事に期待したい.

2008年に草の根的に始まった日本の OSMは, 少ない貢
献者の活発な活動により多くの成果物を生み出し, 急速に
発展してきた. さらに, 東日本大震災の際のクライシスマッ
ピングは, さらに多くの貢献者の参加を促し, 多くの成果物
を作成しており, 日本の OSMにとって重要な転機になっ
た事が分かる.

本研究の結果は, 日本の OSMコミュニティの持続可能
な活動の為には, 更なる普及活動を行い貢献者を増やす必
要がある事を示している. しかし, 東日本大震災を機に成
果物は急激に増加し, より詳細な情報が増えている事も示
しており, 今後の OSMの普及とデータの充実を期待する
と共に, 継続した観察も必要である.
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